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合
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は
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事
前
に

　
意
見
交
換
会
の
前
に
、
自
治
会
の
役

割
と
、
加
入
者
減
の
実
情
に
つ
い
て
勉

強
会
を
開
き
、
委
員
会
独
自
に
資
料
等

を
調
査
し
ま
し
た
。

　
自
治
会
は
、
地
域
の
人
と
人
と
の
繋つ

な

が
り
を
作
り
、
日
常
生
活
の
中
で
生
じ

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
（
環
境
・
福
祉
・

安
全
・
安
心
・
防
災
な
ど
）
に
対
し
、

住
民
同
士
が
協
力
連
携
し
て
取
り
組
み
、

地
域
を
住
み
や
す
く
す
る
目
的
を
持
っ

た
団
体
で
、
自
発
的
に
形
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
須
恵
町
は
「
区
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
が
、
町
内
会
な
ど
他
の
名
称
を
使

う
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　
勉
強
会
で
は
、
議
員
相
互
に
地
域
の

現
状
を
報
告
し
、
自
治
で
あ
る
ゆ
え
に
、

行
政
区
に
よ
っ
て
個
性
が
あ
る
こ
と
な

ど
確
認
し
ま
し
た
。

 

調
査
を
終
え
て

　
い
わ
ゆ
る
「
自
治
会
な
ん
て

い
ら
な
い
」
と
い
う
、
意
見
に

触ふ

れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し

た
。
本
当
は
、
な
く
な
る
と
困

る
の
で
す
。
一
例
で
す
が
、
な

く
な
る
と
、
困
っ
た
と
き
に
一

人
で
行
政
を
動
か
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
大
変
で
す
。
議
会

と
し
て
も
、
こ
の
問
題
に
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

 

議
論
は

　
総
務
課
と
の
意
見
交
換
で
は
、
現
状

と
対
策
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。
須

恵
町
は
、
平
成
29
年
に
「
自
治
組
織
参

加
促
進
条
例
」
を
議
員
発
議
で
制
定
し

た
も
の
の
、
効
果
が
限
定
的
の
よ
う
で

す
。
特
に
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
人
と
人

と
が
会
え
な
く
な
り
、
減
少
傾
向
が
加

速
化
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
未
加
入

者
・
退
会
者
が
、
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
主
張
し
て
、
い
わ

ゆ
る
損そ

ん

得と
く

の
問
題
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
や
、
共
助
の
精
神
が
欠
け
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
意
見
も
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
対
案
と
し
て
は
、
加
入
条
件
の
再
検

討
。
区
費
を
破は

格か
く

に
安
く
す
る
案
。
役

員
が
で
き
な
い
人
を
助
け
る
仕
組
み
づ

く
り
、
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

も
議
論
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

須恵町の世帯数と組合加入率の推移

　
全
国
的
な
傾
向
で
も
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
組
合
（
自
治
会
）
の
加
入
者
が
減

り
続
け
て
い
ま
す
。
須
恵
町
で
も
、
長
年
の
懸け

ん

案あ
ん

事
項
で
あ
り
、
難
し
い
問
題
と

し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
自
治
会
加
入
問
題
に
つ
い
て
、
所
管
す
る
総
務
課
と
意
見
交
換
会
を

行
い
ま
し
た
。
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国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
都
道
府
県

お
よ
び
市
町
村
が
保
険
者
と
な
る
市
町

村
国
保
と
、
業
種
ご
と
に
組
織
さ
れ
る

国
民
健
康
保
険
組
合
か
ら
構
成
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
持
続
可
能
な
医
療

保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
、
都
道
府

県
は
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
し
て
中

心
的
な
役
割
を
担に

な

い
、
市
町
村
は
資
格

管
理
等
の
事
業
を
担
い
ま
す
。

　
窓
口
負
担
割
合
は
被
保
険
者
の
所
得

状
況
に
よ
り
、
３
割
、
2
割
、
1
割
負

担
と
な
り
ま
す
。

　
負
担
を
抑
え
る
配
慮
措そ

置ち

と
し
て
２

割
負
担
の
方
に
は
、
令
和
７
年
9
月
ま

で
の
間
、
1
か
月
当
た
り
の
外
来
受
診

の
自
己
負
担
額
が
1
割
負
担
の
場
合
と

比
べ
て
３
０
０
０
円
を
超
え
て
増
え
る

場
合
、
配
慮
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
入
院
医
療
は
対
象
外
）

　
国
保
の
被
保
険
者
総
数
は
、
減
少
傾

向
に
あ
り
、
一
人
当
た
り
医
療
費
は
、

高
齢
化
の
進
展
、
医
療
技
術
の
高
度
、

高
額
薬
剤
の
保
険
適
用
に
て
年
々
増
加
、

そ
の
傾
向
は
今
後
も
続
く
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
に
安
心
し
て
必

要
な
医
療
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
将
来

に
わ
た
っ
て
国
民
皆
保
険
を
堅け

ん

持じ

す
る

た
め
、
高
齢
者
と
若
年
世
代
の
負
担
の

明
確
化
を
図
り
、
そ
の
医
療
費
を
国
民

全
体
で
支
え
る
制
度
で
す
。
後
期
高
齢

者
医
療
に
お
け
る
保
険
料
は
、
高
齢
化

等
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
を
反
映
し
て

2
年
に
１
度
、
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
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須
恵
町
は
、
こ
こ
数
年
、
高
医
療
費
市
町
村
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
民
健

康
保
険
の
仕
組
み
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
制
度
・

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
調
査

　
須
恵
町
で
は
全
て
の
医
療
機
関
・
薬

局
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
の
保

険
証
利
用
は
可
能
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
被
用
者
保
険
に

加
入
す
る
者
等
を
除の

ぞ

く
全
て
の
者
を
被

保
険
者
と
す
る
公
的
医
療
制
度
で
あ
り
、

国
民
皆
保
険
の
最
後
の
砦と

り
で

で
す
。
医
療

を
受
け
ら
れ
る
た
め
に
は
、
国
民
健
康

保
険
税
の
納
付
が
基
本
に
あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
納
付
、
健
康
増
進
に

つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

令和6年2月9日

  

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
つ
い
て

  

後
期
高
齢
者
の
病
院
等

で
の
お
支
払
い

  
調
査
を
終
え
て

  

国
民
健
康
保
険
制
度
に

つ
い
て

  

都
道
府
県
と
市
町
村
に

よ
る
国
民
健
康
保
険
の

共
同
運
営

  

医
療
費
の
動
向
と
将
来 

の
見
通
し
に
つ
い
て

順位 市町村名 医療費指数
（令和２～４年度平均）

1 大任町 １. １９４３０
2 大牟田市 １. １８７７２
3 田川市 １. １５５２６
4 小竹町 １. １４６５０
5 吉富町 １. １４４９３
6 みやま市 １. １４１８７
7 朝倉市 １. １３５８７
8 大川市 １. １２４８４
9 筑後市 １. １２３７８
10 須恵町 １. １２１８２
11 宮若市 １. １１３４６
12 柳川市 １. １１２５４
13 嘉麻市 １. １１２５０
14 久山町 １. １０５６５
15 福智町 １. １０４７０

３カ年平均一覧 （県内上位１５市町）
国民健康保険の医療費指数
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